
 

市内増林にある

浄土宗の古刹で、

開創は永仁５年（１２

９７年）と伝えられて

います。境内には徳

川家康が鷹狩に訪

れた際に馬を繋いだ

という「駒止めのマ

キ」があります。 

修理後の像 

宝冠 

光背 

漆
し っ

箔
ぱ く

が施されて

います。漆を塗布し

た後に金箔を押した

ものです。 

白毫
び ゃ く ご う

 

仏の眉間にある
白い毛が右巻きに
なっているもので、
光を発すると言わ
れています。この像
の白毫は水晶で作
られています。 

大きなパーツでは内部がえぐられ

ています。これを内刳
う ち ぐ り

といいます。 

（写真：有限会社古文化財保存修復研究所） 
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